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データマネジメントワーキンググループの目的

目的：データマネジメントにおいて必要とされる人材像に
ついて、タスク、知識、経験、活動領域についてモデルを
提起し、企業における人材育成のための指標として企業
に活用してもらう。

成果物と検証：「データマネジメント人材像定義」と「デー
タマネジメント人材像スキル定義」を行い、人材育成に
役立つ「データマネジメント力向上ガイド」をまとめる。

データマネジメントのタスクとスキルから設問を作成し、

ITスキル研究フォーラム(iSRF）主催の全国スキル調査

により検証、分析する。
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ワーキンググループメンバー
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ITスキル研究フォーラム「データマネジメント人材ワーキンググループ」

JDMC『データマネジメントの基礎と価値』研究会から、以下の研究会メンバーがITスキル研究フォーラム
データマネジメント人材WGに参画し、分析および考察を実施した。

主査：大西 浩史（株式会社リアライズ 代表取締役）

副主査：林 恵美子（株式会社富士通 イノベーティブソリューション事業本部シニアマネージャー）

メンバー：海老原 吉晶（オムロン株式会社 グローバルサービスセンター Webマーケティング推進課）

織田 敬三（織田DMコンサルティング 代表取締役）

池田 信威（株式会社菱化システム 共通統合システム事業部 共通システム1部兼医療シス

テム1部 主任）

塚田 真希（株式会社富士通 ＳＩ技術本部 システム技術統括部）

西嶋 真澄（株式会社アシスト データベース技術本部顧客支援課 シニアコンサルタント）

平岡 正寿（株式会社NTTデータ 技術開発本部 部長）

真野 正（株式会社データアーキテクト 代表取締役）

ITスキル研究フォーラム DSユーザーサポートセンター 永田 好範（株式会社ザ・ネット） 、

横地 晃司（同）、三沢 勇（同）

事務局 ITスキル研究フォーラム事務局 森田哲也（株式会社日経BPマーケティング）



活動概要１

キックオフミーティング（2014年4月28日）
ワーキンググループの目的を次のように定義。データマネジメントにおいて必要とされる

人材像について、タスク、知識、経験、活動領域についてモデルを提起し、企業における

人材育成のための指標として企業に活用してもらう。

「データマネジメント人材像定義」と「データマネジメント人材像スキル定義」を行い、人材育

成に役立つ「データマネジメント力向上ガイド」をまとめる。

データマネジメントのタスクとスキルから設問を作成し、ITスキル研究フォーラム(iSRF）が

毎年実施している「全国スキル調査」（6月中旬～8月中旬）の枠組みを活用し、調査を実施

することも確認。

第2回ミーティング（2014年5月22日）
iSRF事務局からの人材モデル試案および設問案をもとに検討し、設問を確定。

調査協力の可能性のある企業にWGメンバーより打診し、協力を検討する企業に対して、

iSRFメンバーにより説明することとした。
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活動概要２

第3回ミーティング（2014年7月16日）
調査の参加状況中間報告。参加者をさらに増やすため、メルマガ、Webでの案内に加え、

WGメンバーからさらに各企業に協力要請を行うことを決議。

企業の人材育成のためのガイド「データマネジメント力向上ガイド」の内容について検討。

WGメンバーで割り振り、文章の見直しを実施。

第4回ミーティング(2014年9月18日）
全国スキル調査の夏季集計結果について検討。企画以外の設計・開発、運用・保守、その

他も同じような傾向を示している。設計・開発担当の人が設計の項目で値が低いなど興味

深い数値も読み取れるが、分析のためにはさらに調査データが必要との認識で一致。

引き続き企業に調査協力を働きかけていくことを決定。

「データマネジメント力向上ガイド」は修正を行い、10月までにフィックスさせることに。
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活動概要３

第5回ミーティング（2014年11月12日）

秋の調査結果を加えた集計結果について分析。調査協力企業へ企業リポートをフィード

バックし、感想やデータマネジメント人材育成の取り組み状況についてヒアリングする。

個人へは全国平均値と本人の診断結果を閲覧できるように設定。

調査結果の分析はWGメンバーが各自分析し、日本データマネジメント・コンソーシアム

（JDMC）「データマネジメントの基礎と価値」研究会メンバーにも意見を求め、2月にかけて

検討した上でまとめる。

第6回ミーティング（2015年2月23日）

調査集計分析と報告書検討。3月12日の「データマネジメント2015」において、公開。

ユーザー企業、IT企業の経営層、マネジメント層にデータマネジメント人材育成の重要性

を訴求する。

詳細報告書はITスキル研究フォーラム（iSRF）会員サイトおよび日本データマネジメント・

コンソーシアム(JDMC）研究会にて公開。
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スキル調査概要と分析

調査目的
ITスキル研究フォーラムが毎年実施している全国スキル調査（IT技術者、組込み系技術者、ユーザー情報システ

ム部門）において「データマネジメントに関する保有スキル」の診断を行い、データマネジメント人材の実態を明ら
かにし、課題をあぶり出す。

実施方法
全国スキル調査に、特別企画としてデータマネジメント領域の設問を加え、一般からの参加者および企業への調
査協力依頼により実施した。調査の評価項目および質問は、（社）日本データマネジメント・コンソーシアム［JDMC］
の研究員により作成した。

調査期間
2014年6月16日〜8月17日（夏）

2014年10⽉1日〜10月31日（秋）

企業、部門による調査協力社数および登録者数、診断完了者数
7社
登録人数：406人（夏272人、秋134人）

診断完了：354人（夏227人、秋127人）

調査方法
ITスキル研究フォーラム(iSRF）が毎年実施している「全国スキル調査」（6月中旬～8月中旬）の枠組みを活用。

データマネジメントのタスクとスキルから設問を76問作成。個々人が各自のスキルレベルを入力し、集計。
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データマネジメント人材スキル調査概要
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年齢別分析

「技術者のスタートは、システ

ム運用保守業務から」と言う

ケースが多く、次第に開発の

第一線で活躍するようになり

、40歳までに15%程度が企画

業務を経験するようになる。

その後は、ほぼ均等に各役

割に分かれていく傾向にある

ことが読み取れる。

割合は減少するが、50歳以上

の30%前後は運用保守業務

に従事していることがわかる。
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年齢別役割



Copyright© 2015 IT Skill  Research Forum , Japan Data Management Consortium All Rights Reserved.

スキルランクの全体傾向と考察①‐1
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項目別ランク平均値
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スキルランクの全体傾向と考察①‐2

全役割、全年代のスキル平均から、全体的にスキルランクが低いタス
ク（＝今後底上げが必要なスキル）は大きく以下の３つのポイントであ
ることがわかる。

①「データマネジメント戦略策定や人材育成、定着化推進」というプラ
ンニングとチェックの要素が弱い。

②「活用シーンの明確化やデータセキュリティ要件、モデリング」を中
心としたデータ要件定義の要素が弱い。

③「組織の役割分担やメタデータ管理、データ品質チェック」といった
活用準備段階というべきタスク群が弱い。

以上から、IT人材全般として『戦略的にデータをマネジメントしていく観
点が弱い』と考察できる。
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スキルランクの全体傾向考察②‐1
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企画、戦略、ビジネスプランニング分野と製品／サービスの要求分析、要件定義、設計、開発分野に携わる人の項
目別ランク平均値
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スキルランクの全体傾向考察②‐2

①の傾向は全体を平均した傾向であるが、特出すべきは
上図のように、「企画・戦略策定・ビジネスプランニングを
行っている人材」と「いわゆるSE」、つまり、「要件定義や
設計、開発を担うIT人材」とを比較すると、突如として前
者の方が全体的にバランス良く、大幅に高ランクとなる。

『データマネジメントスキルの高い人材は、企画・戦略策
定等に携わっている、もしくは、企画・戦略策定等の領域
においてはデータマネジメントに関与し、スキルアップす
る業務上の必然性、必要性が高い』という仮説が成り立
つのではないか。
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スキルランク別の役割（職域）考察

データマネジメントスキル評価で高い
ランクを獲得した人材が社内でどのよ
うな役割（職域）を担っているのかの傾
向を分析した。

総合ランクが高い（レベル4）人材の約
5割は、「企画・戦略策定等に携わる人
材」である。

一方で、「システム運用・保守に係わる
IT人材」はレベル4がゼロであった。

ランクが下位になるに従って、「要件定
義や設計、開発を担うIT人材（SE）」と
「システム運用・保守に係わるIT人材」
の割合が増える。（レベル2以下の割
合はほぼ同じ傾向）

データマネジメントスキルは「企画・戦
略策定等に携わる人材」が高いレベル
を獲得しており、それ以外のシステム
開発・保守人材のスキルレベルは低い
ことが見てとれる。
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年代別のスキルランク考察①‐1
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年代別
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年代別のスキルランク考察①‐2

役割（職域）にかかわらず、年代別にデータマネジメント
スキルランクの傾向を分析した。

全タスク共通で45歳を境に、急激にランクが上がる傾向
にある。45歳以上と44歳以下では0.2～0.4ポイントほど
も差が出ている。

年代が上の層ほどデータマネジメントへの関与の度合
いが高く、仮説としては、45歳以下の世代はシステム開

発のみに忙殺・集中しており、データマネジメントは役割
の範疇外、実施に関わっていないと想定される。
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成果物

データマネジメント力向上ガイド１
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成果物
データマネジメント力向上ガイド２

2015/3/12
17



成果物
データマネジメント力向上ガイド３
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成果物
データマネジメント力向上ガイド４
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成果物
データマネジメント力向上ガイド５
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成果物
データマネジメント力向上ガイド６
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成果物

データマネジメント力向上ガイ７
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成果物
データマネジメント力向上ガイド８
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成果物
データマネジメント力向上ガイド９
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データマネジメント人材ワーキンググループ
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